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魚 類 支き ノ、 言取 査

担当者増殖謀長頼 茂

I 調査目的

崩崩事業の定τ展に伴fIい，用水の挺保がなされると同E寺にその取水量も年々増大している。

これら彰ポカミ水産食設、に及r~す匙善幸!立合にりいてその実態を把握し，今後に対拠するための基礎

童話料を得る。 包 ぷ -

E 謝査内容

1. 説査期間

2. 前登場所

3. 調査項目

昭和 44年 6fj-9月

小}fiI尿糊淋代湯水機

(1) :ìÆ入する魚権並びに録的調査(時間:~iJ ) 

121 魚体の損傷度と像竣量

(3' 芸者境調査

4. 議号室主方法

(li(21については取水口及びH土水口¢部分に袋網をかけ単位時間錫水機を逆転して捕獲測定し

た。

(31については特に鼠向，水温についてk誌をおこなった。

III 調査結果

1. 取7Jdii山又は吐水告しで採補された魚種は 13種で魚種以外は 4櫨であった。(第1.2. 3表参照)

2. 錫水機による魚体の損傷度については，カニを除いて初、はづ裂であるため殆んど原形を維持

し，損傷もなく，ただシラクオ・ヲカサ、ギは向昨年に侃入するゴミと水口:に奔弄されて，湯水時

には 90%以上がへい免状態でみるが，吐出口に車両をかけずにそのま hの放水状態であれば恐

らくへい死するとは思われない。

3. 風向と漁獲及び塵挨量との出係についてであるが，が代鈴ホ微小会均支[1乙集積される水草・

浮草類および木片その他一切の盛i英!j)社主. ii!i)i¥のとさに多く，まともに受lナろか);;:4，のときは箆

挨のみならず，小訟の魚必もそれらとともに打寄せられ，主義ノsh:~~えに吸入忘れるネカミ高い傾向に

J ある。

4. 詞査地点I~t近の塩分譲量投ーは憶説水の阪界といわれる 0.03%の綜の前後を示す穆;Jj主が沿い。

(第 1闘参照)

5 水詰誌についてであるが表面水温と 5m及び 10m扇の 7.k[!.\J.;;~は悌 miti~)主:， ;lt ぴに凡によって異

なるが. 5 mJIぬで O.1 --2.4 "G. 1 0 ;n I~~で 0.2- 5.1 'Cのを;;:_ijt差がある。

N 考察 ? 

ホンフョイ史尉期「片j中(5-fJ月〉とか、演(ワ力サギ・ νラクオ)の生治史との桜;係から次のとと

か主主えられる。
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婦、

a 乙/ラワオやワカサギは何れも水深5 I日以淡湖i引の水草に産卵し，ふ化稚魚もまたそ QXj~mに

棲息するととろから，これら遊泳力のたい夢13や稚魚は7]¥草とともに嵐長。浪によ_.，-(取7Jく口へ吹

き寄せられ，吸入されて被害を受けるこどが予恕される。

b iたポンプ使用秒間( 5-9 月)中において春季プイじした校魚は 8-~ 中耳!兵 ì~(i!~ の対象とな

んる大きさになるが，年によって相違がJのあとはいえ接水ぬに吸入される最険料自このぼるものと

?思われ~J.o
Q~ な@これらの魚の遊泳層は終による憾状況から水面下 2- .5 mのところにある。然し昼間

と夜間においては棲息層が違うし，また季節的にも変動が£そが，上込:のことと糊の性状(塩

分量水温)とも照し合せて，用水として収水する場合は八イプの口を水深 5IIiから 10mの範

関内に位置するよう考慮することが魚類の迷人を防止する目的治らしても妥当であろう。

d また現在の取水口の前縁(削内)に街魚網を設定して魚類0j主人をi苑ぐ方法も考えられる。

この際このおi間には画風の日が多いので紛の耐久，耐放牲が百合及び打寄せられる霞決との闘

係において充分考慮されなければならない。

巴 一方策気またはエヤースクリーンによる魚類迷入防止も考えられるが，工食，効果及び魚体

に及ぼす影響等の面で一考を射。 _/JI1
f 乙/ラウオ・ワカサギとも趨光牲があるので錫水機小舎閥辺に宗ける灯光保r~片は最小限度にと

どめるよう陀慮、が望ましい。

第 1表 J采踊実績表

ワカサギ ν ラクオ ハ ゼ

3 I 1 3.53 I 6 1 I 1 0.65 I 1 6 0 I 1 63.1 4 
6 7 I 1 6. 7 6 I 3 I O. 3 5 I 1 2. 9 2 9 I 7 8 5. 7 

3 1 I 4 2. 1 4_~___4 2.:__J_ 2 2.8 4 I 5・23 5 12 5 6 7. 2 5 

採集された劾物・H ・ H・..'旬、9->~13穣 貝:綴 1科." bti殻類片言
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告~1 2長 ワカサギ・乙ノラウオのA創魚体調査え
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f第 5表 栴代錫水酬における制)~}iIJ平均気温水晶ーホ

I;@I…;p…2MfPD ，"，'"!../ !W'TIW'T!A' 'l' 

上I15..0'C I 17.0"0 j 17.3 "c 
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